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は じめ に

地図にはい ろいろな情報が刻 まれて いる。川が どんな流れ を して いるか,集 落 の場所,山 岳,湖,

土地 の利用形態な どさまざまな情報でいっぱ いである。そ こで,こ の小文では,古 地 図上 に帯広 ・十

勝が どのように現れてきたかを触れ,そ の歴史 を検証 して いこうとす るものである。 また,十 勝の地

図の歩 みを記す ことに もある。は じめ に地図作製 の歴史 を概観 してか ら個別地図 に入って い くことに

したい。

日本の地図で現存す る最 も古 いものは,天 平勝宝3年(751)年 に作 られた絵図(地 積図)で 「墾

田図 ・開田図」24点 とされている(織 田1974)。 平安時代 になる と筆で描 いた 「行基 図」が作 られる

よ うにな るが,年 代 が記 された現存する 「行基 図」で最古の もの とされ るものは嘉元3年(1305)に

写された京都仁和寺所蔵 図 とされている(三 好,小 野 田2004)。

北海道 を島 として描いた最初の地図は,朝 鮮の 申叔舟が文明3年(1471)に 書 いた 『海東諸 国紀』

に出て くる 「海東諸国総図」 とされている(秋 月1999)。 しか し,こ の地図 に描かれている北海道 は

想像上の島 との研究報告 もな されている。

また,元 和7年(1621)に イエズス会宣教師 ジェロニモ ・デ ・アンジ ェリスはエゾ地図 を作成,寛

永20年(1643)に はオ ランダ東イ ン ド会 社のマー ルテ ン ・ヘル リッツ ・フ リースがr日 本 旅行記』

を著わ し,そ こには十勝の地名を記 して いる。

一方
,日 本 国内で作成 された地 図に最 も早 く北海道 が描かれたのは,江 戸幕府 の命によ り作成 され

た慶長 国絵 図 と推定 され ている。そ の根拠 と しては,松 前家の事績 を記 した現存す る最古 の記録 の

『新羅之記録』の慶長4年(1599)の 条 に松 前藩主が徳川家康 に謁見 して 「被御覧秋之嶋之絵 図」 と

の記載がある もので,こ の記録が絵図作成 を推定 させる理由 となっている(高 倉 ,柴 田1942)。 しか

し,こ の絵図は残っていないのでは っき りした ことはわかっていない。他方 ,慶 長 国絵 図は,東 日本

各藩 に作成の命令が下 されなか った とい う研究 もあ り,近 年はそれが支配的 となっている。

江戸幕府 による国絵 図作成は,慶 長年間のほか,正 保,元 禄,天 保 の合計4回 行われ ,各 藩か ら提

出を受 けた絵図をも とに幕府 によって総 図(天 保 を除 く)が 作成 された。北海道 の場合は ,前 記の と

お り慶長国絵 図が作成 されたか どうかは不明であるが,正 保 ,元 禄,天 保年 間の国絵図は,松 前藩 に

よ り作成され,幕 府へ提出 されている(高 木2003)。

この うち,正 保国絵図は,正 保元年(1644)に 幕府 に提 出されたが現存 しな い。幸い ,各 藩 か ら提

出 された正保国絵図 を基 に幕府が作成 した正保 日本総 図によ りその概 略を知 ることができる。

天明期 に入 ると,ロ シアの南下政策 に危機を感 じた老 中田沼意次 によ り蝦夷地開発 が計画 され ,天

明5年(1785)か ら翌年にかけて蝦夷地調査 が実施 された。 この調査 に基づ き 『蝦夷拾遺』が著わ さ

れ,ま た,北 海道全体 の形が現在の形に近 くなるなど,こ れまでの地 図に比べて一歩前進 した蝦夷地
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図が作成 されている。

寛 政年 間か ら文化 年間にか けての この時期 は,松 前藩や江戸幕府 による蝦夷地調査が幾度 とな く実

施 され,多 くの蝦夷地図が作成 された。近藤重蔵は,寛 政10年(1798)以 来6回 にわ たる蝦夷地調

査 を実施 し,享 和2年(1802)に 『蝦夷地 図式乾』 を作成。特 に,寛 政12年 か ら享和4年 にかけて

作成 された といわれるr十 勝川流域絵図』 は当時 の十勝 の状況 を知る貴重な地図である。

皆川周太夫 は寛政12年 に十勝 を調査 し,r十 勝川本流 図』 を作成。蝦夷 島奇観の著 者 として知 られ

る村上島之允(秦 憶丸)は 十勝 にも幾度か足を踏 み入れてお り,文 化5年(1808)に 『蝦夷 島地 図』,

『東蝦 夷地名考』 を著わ したほか,江 戸幕府 の医師で採薬師で もある渋 江長伯 もそ の著 『東游奇勝』

で十勝海岸部の状況 を詳 しく記 している。

日本全国 を測量 して歩 いた伊能忠敬 とそ の門弟は,文 政4年(1821)に 現在 の 日本地図の輪郭にほ

ぼ 近い 『大 日本沿海輿地全 図』 を作 りあげた。

松前藩士作成 の蝦夷地 図 としては寛政3年(1791)こ ろの作 といわれ る加:藤肩吾 の 『松前侍医加藤

寿図之』 が知 られてお り,そ の後 に続 く松前藩 の測量家 としては今 井八九郎が いる。今井 は,多 くの

蝦夷地 図 を残 して お り,天 保3年(1832)か ら同5年 にか けての作 といわれ る 『東西蝦夷地 大河之

図』 には,ヲ ホツナイ川(十 勝川)が 描かれている。

幕末期 に蝦夷通 として知 られた松浦武 四郎は,先 住民のアイ ヌの人たちの案 内によ り河川 に沿って

内陸へ足 を踏み入れ,多 くの 日誌 と蝦夷地 図を残 した。中で も安政6年(1859)こ ろの作 といわれる

r東西蝦夷山川地理取調 図』28輯 は,河 川名,山,コ タ ンな どが詳細 に記 されてお り・ 当時の地理や

アイヌ語地 名を知 る貴重な資料 となって いる。 明治2年(1869)に は,千 島列島,カ ラフ ト島を含め

た 『北海道国郡全 図』が開拓使か ら刊行 されている。作者 は開拓判官 となった松浦武四郎である。 こ

の図には,武 四郎の提案 によ り決定 した11力 国86郡 が記されて いる・

明治6年(1873)か らアメ リカ人のジ ェイムズ ・R・ ワッソ ンらの指導で始まった三角測量は同9

年 まで続 け られたが,予 算 と資材不足 によ り事業半ばで 中断 した。 しか し,海 岸部の測量は終了 し,

同8年 に開拓使か ら 『北海道実測 図』が刊行 されている。 内陸の地形測量 は北海道庁が設置 されてか

ら始 ま り,明 治26年 か ら同29年 にかけて 『二〇万分の一北海道実測切図』 の刊行 を見た。

一方,参 謀 本部測 量局は明治19年 か ら同26年 にかけて輯 製20万 分 の1図 を作成,そ の後 陸地測

量部によ り 『北海道仮製五万分 の一図』が刊行 されて いく。

北海道庁は明治19年,移 民受 け入れ のために適切 な土地 を選ぶ殖民地撰定事業 に着手 し,同24年

に 『北海道殖 民地撰定報文』 を発行 し,そ の付 図 として各原 野の概 図を作 成 している。十勝 は43の

原野 が撰定 され,r十 勝原野殖民地撰定概 図』 に明示 された・そ して,撰 定 した原野 に 「殖民地区画」

と呼ばれ る区画 を設け,開 拓移 民に払い下げる こととした。 この とき作 られたのが各原野 の 「殖民地

区画図」で,道 路,耕 地,公 共用地,防 風林地,墓 地 な どの情報が書き込 まれ,入 植地選定 のために

利用 された。

地図 を除き,十 勝の地名が文献上で最初 に見 られ るのは,文 政10年(1827)に 編纂 された 『松 前

旧事記』 の寛永12年(1635)の 条 に出て くる 「戸賀知(十 勝)」 とされて いる・早 くか らアイ ヌの コ

タンがあった広尾 は,シ ャクシ ャイ ンの戦 し」が始 まった寛文9年(1669)に 「トマ リ」 とい う名で登

場す る.ま た滞 広 の初見はr東 蝦夷地各場所様子大概書』 に出て くる 「ヲヘ レヘル」 と 「おへれへ

る」 となってお り,時 代 がすすむ にしたがって+勝 内陸の様子 が しだいに明 らかにな り・文献上に現

れ る地名が増 えて いく。

以下滞 広 ・+勝 が地図上 にどのよ う1こ描かれて きたか,そ の時代背景な どを30点 あま りの地 図

を取 り上げて概略を記 してみたい。
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1.外 国人 によ り作成 された地 図

元和7年(1621),イ タ リア人 のイエ ズ

ス会宣教師 ジェロニモ ・デ ・ア ンジ ェリス

が管 区長 に送った 『蝦夷報告』 に添 えた地

図。蝦夷地が本州 の北側 に本州の2倍 ほど

もある大きな島 として描かれ,北 は狭 い海

峡 を隔ててアジア大陸 に接 し,東 は北アメ

リカ大陸 に接する東西 に長 い島 となってい

る。横 に川 が 走 り,島 を上 下 に分 けて い

る。西洋人蝦夷地 を描 いた最初の地図 とさ

れて いる。

寛永20年(1643)に は,十 勝…川河 口付

近 に到着 したオ ランダ 東イ ン ド会社 の商

船 カス トリクム号船長マールテ ン ・ヘル リ

図1ア ンジエリスの 「蝦夷報告」の地図

ッッ ・フリースが地図を作成 している。 ここで は,蝦 夷地が大陸 と陸続 きのよ うに も見 えるが,大 陸

の一部な のか,独 立 した島な のか地 図上で は判 然 としな い。なお,フ リー スが著わ した 『日本旅 行

記』 には 「タカプチーtacaptie(ト カチ)」 が記 されてお り,十 勝…の地名が出て くる最も古 い文献 とさ

れている。

また,元 禄5年(1692)こ ろ,オ ランダ人のニコラス ・ウィツ ェンが 『大 タター リア新地 図』 を作

っている。蝦夷地は島ではな く,本 州の北部 にあって,ア ジア大陸か ら東 に突 き出た半島の先端部 と

して描 かれ,こ こには十勝 の地名 としてtocaptie(ト カプチー)が 見 える。

2.正 保 日本総 図

国内で作成 され,存 在が確認されている地

図の中で北海道が記載 された最初のもの。正

保元年(1644)～ 慶安2年(1649)こ ろの成

立。原本は存在せず,写 図が大阪府立中之島

図書館,国 立歴史民俗博物館,神 戸市立博物

館,高 知県立図書館などに所蔵されている。

江戸幕府が各藩に命 じて領地内の河川,山

地,港,沿 岸,村 落,な どの様子を国絵図と

してまとめさせて幕府に提出させ,そ れを基

に幕府 自らが作成 した 日本の全体図である。

慶長の代では郷帳(御 前帳)の 作成が主目的

で国絵図は附図として作成されたが,正 保の

代 になると国絵図の作成が主 目的 とな り,郷

帳は従として作成されている(黒 田1977)。

蝦夷地は縦長の楕円形で,中 央に大きな湖

を持つ。最も原図に近いといわれる大阪府立

伊離 肖冨 乱 「 ら 密 噂 一7・7

図2正 保 日本総図(部 分図) 7…
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中之島 図書館 所蔵の 『皇 囲道度 図』では蝦夷地 本島,千 島列 島,樺 太 島に132の 地 名 を記す(高 木

1998)。 そ のうち十勝 の関係 では 「トカチ」 の1箇 所 だけである。 一一般 には,国 立歴史 民俗 博物館所

蔵のr正 保 日本総図』 が知 られてお り,そ こには 「トカチエソ」 と記 されている。記載 の場所は十勝

川 とみ られ る川の河 口部 の北なので,現 在 の浦幌町十勝太付近 と思われ る。

近世 に入 りアイヌの人たちの生活は和 人 との交易 に依存するよ うにな り,江 戸初期 にはアイヌの人

たちが松前の地 に交易品を持 ってきて和 人の品物 と交換する城下交 易が行われていた。そ の後,知 行

主が商場(場 所)に 船 で来て取 り引きす る商場交易へ と変わってい く。 この商場には拠点 となる運 上

屋(幕 府直轄後は会所)が 置かれていた。

それでは,そ の運 上屋 はどこに置かれ ていた のであ ろうか。古地 図や古文書か らは トカチブ トにあ

った ことが推定 され る。文政4年(1739)頃 のもの とされる 『蝦夷商費聞書』 に 「トカチ」 について

の記載があ り,そ こに 「大川ニテ水上広 シ」 とあることか ら,そ の場所は広 尾川ではな く十勝川の こ

とであろう。干鮭,ワ シノ羽,塩 鶴,鹿 皮,熊 皮な どの産物 をみて も広尾 とは考 えに くく,当 時運 上

屋が あった場所 は トカチブ トである ことはほぼ間違いない と思われ る。 しか し,そ れが いつ広 尾に移

ったのかはっき りしな い。寛政3年 の 『東蝦夷地松前よ りアッケ シ迄道中 日記』 に 「トカチ場所 ヒ

ロロ運上屋ア リ」 とあるので,こ の ころには運上屋が広尾 に移 って いたのであろうか。

なお,十 勝 にお いて商場 知行制が成 立 した のが寛永期(1624～1644)と 推定 され てい るが(菊 池

1994),『 正保 日本総図』 における 「トカチ」 とい う地 名の存在は ,十 勝 にお いて商場知行制が成立 し

て いる ことを裏づ けるものであろう。

3.元 禄国絵図

元禄13年(1700)に 松前藩が江戸幕府に提出した国絵図。松前藩の 『松前年々記』の元禄13年2

月4日 の条に松前嶋絵図2枚 並びに郷帳2冊 を献上 したと出てくる。原本は東京大学に保管されてい

たが,大 正12年(1923)の 関東大震災で焼失 した。しかし,幸 い火災の前に藍田伊人によって写図

が作 られている。写図はほかに市立函館図書館,北 海道大学付属図書館,国 立公文書館などに所蔵さ

図3元 禄国絵図

れている。 図の形は 『正保 日本総 図』 と似てお

り,中 央 に湖が描かれ,北 部 にカ ラフ ト島,東

部 に千 島列島 を配す。地 名は蝦夷地,樺 太 島,

千島 列 島合わせ て287が 記 されて い る(高 木

2004)。 十 勝 の関 係 で は 「と ま り」,「お ん べ

つ」,「とかち」 の3箇 所が見え る。

国絵図 と郷帳の関係 につ いては,正 保 の時代

と同様 に 『元禄 国絵 図』の作成が主 目的で 『松

前嶋郷 帳(元 禄郷帳)』 がそ の従 と して作成 さ

れてお り,幕 府 には国絵図 と郷帳が対 として提

出されている。

この 『松前嶋郷帳』 も原本 は存在せず写本が

残され るのみである。そ こにも十勝の地名 とし

て 「とま り」,「お んべ つ」,「とか ち」が見 え

る。 「とまり」 は今 の広尾,「 おんべつ」 につ い

ては,記 載の場所が十勝…川 とみ られ る川の下 に
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書かれて いるので,現 在 の釧路管内音別 町とは考え にくい。十勝管 内では 「おんべつ」 と発音する地

名 はみ られないが,「 モ ンベツ」(広 尾 町紋別)が 「ヲンベツ」 と誤記 されて 「オンベ ツ」 になった こ

とも考え られる。 あるいは,『 増補大 日本地名辞書第八巻』 の 「歴舟」の項 に 「ヘルプネ(歴 舟)」 を

指す という説が紹介 され てお り,こ こで の 「おんべつ」 は大樹 町歴舟 を指す のか もしれ ない。 「とか

ち」は今の浦 幌町十勝太であろ う。既 にこのころ には十勝 にお いて も商場知行制が成立 してお り,同

じ元禄13年 に書 かれた 『松前家 臣支 配所持 名前』 には 「戸 勝」 の支配 人(こ こでは知行主 の こと)

は蠣崎蔵 人 とある。

4.和 漢三才図会 「蝦夷之図」

正徳3年(1713)か ら同6年 にか けて 大坂

(大阪)の 医師 ・寺島 良安 が編纂 した我 が国最

初の百科事典 といわれ る 『和漢三才 図会』 に掲

載 された蝦夷地 図。木版で印刷 された蝦夷地図

としては初 めて のもの。 南を津軽領,北 を加良

不止 島(カ ラフ ト島),東 を南部領 に面す る。

蝦夷地は東 を上 にして南北 に細長い島 として描

か れ,十 勝 の関係 では,南 か ら 「トマ リ」 「ト

カチ」 の地 名が見 える。 「トマ リ」は今 の広 尾

であるが,こ の時点では まだ 「トマ リ」 と書か

れて いる。 『津軽 一統 志巻十』所収 図 に似 たよ

　 悟 　
うな形をしており,こ の出版によって蝦夷地が広く知られようになったのであろう

。

高木崇世之氏 によれば このほか木版で出版され本で蝦夷地 図が描かれているものに明和5年

(1768)に 義経の島渡 り伝説を記 した籐英勝の 『通俗義経蝦夷軍談』などがあるという(高 木2007)
。

5.津 軽一統志巻 十附図

寛文9年(1669)～ 同11年 に和人とアイヌ民族が

戦った 「シャクシャインの戦い」に出兵 した弘前藩

(通称津軽藩)が 享保16年(1731) ,当 時の弘前藩…出

兵の様子や蝦夷地の状況を記録した 『津軽一統志巻

十』に収められたエゾ地図。『和漢三才図会』所収図

に似て南西か ら北東 に細長 く,岬 が強調されている。

シャクシャインの戦いのとき弘前藩が収集 した情報を

基に作成されたといわれ,各 地の和人の犠牲者の状況

が記載されているが,巻 十本文とは一致しない。巻十

本文には和人の側の船の数 と死亡した乗組員の数の記 　図 國附十巻志統一軽津

載が あ り・ このうち+勝 では乗組則7人 ,鷹 師3人 が殺 され た とある.こ の ことカ・ら,既 に この こ
ろ知行主の交 易船が+勝 にきていた こと1こなる。 このシャクシャイ ンの戦 いの結果 ,ア イヌの人たち
にとっては商場知行制の厳格化 を強 いられる ことになった といわれている

。

附図には+勝 の地 名 として 『和漢 三才図会』 に見 られた 「トマ リ」
,「 トカチμ こ加えて,「 大 とか
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ち」 の3箇 所が記 されている。 また,巻 十本文 の 「とま り」 の項 には 「是迄二里計 澗有」 と記 され

てはいるが家屋 の記載はない。 しか し 「とま り(広 尾)」 の地名が 『津軽一統志』が書かれ た62年 前

の寛文9年 当時存在 して いた ことを示す資料 ともなっている。 「とか ち」 の項 には 「川有 秋お とな

シリテシ持分 家四,五 軒」,「大 とか ち」の項にはr川 有 狭お となシ リテシ 家十軒」 とあ り 「と

か ち」,「大 とか ち」 ともに居住者が いた ことがわかる。それ ではなぜ,「 とかち」 と 「大 とかち」 の

二つ の地名があるので あろうか。 コタン名は,当 時和人が交 易によ り知る ことがで きた村の名前を行

政 区画的な面か ら用 いて いた ので,純 然たるコタン名 と地域 名の区分があった。 た とえば松浦武四郎

が歩 いた安政5年 の当時,村 としての 「トカチ」は 「トカチブ ト」,「ヲヘ ツコウシ」,「シチ子イ」,「ウラ

ホ ロフ ト」,「ア シ子 シユム」の五つの コタ ンか らな ってお り,「 大 とかち」 とは 「トカチ」 を除 いた

残 りのコタンの総称なのか もしれな い。rシリテシ」は当時 のアイヌの人たちの指導者なのであろうか・

なお,十 勝 に商場(ト カチ場所)知 行制が成立 したのは,先 に触れ たよ うに寛永期(1624～1644)

ころ と推定 され ている。それ が場所 請負制への移行 して いく時期 につ いて は,享 保12年(1727)成

立 の 『松前西東在郷井蝦夷地所附』に場所請負人の名前が載 っていない こと,さ らに元文4年(1739)

頃の 『蝦夷商質聞書』 に松前藩 の蠣崎蔵人の手船が商 いのため戸梶(ト カチ)に 来ている ことが書か

れている ことか ら,両 書が書かれた享保期か ら元文期 にかけて と考え られ る。 この間 に トカチ場所が

商人 に請け負われ,場 所経営がなされて いったのではなかろうか。

6.蝦 夷 国 全 図

天明5年(1785)に 経世家(経 済思想家)で 寛政の3奇 人といわれた林子平が著 した 『三国通覧 図

説』 の付図。縦52cm,横95cm。 木版 で天 明6年 に版元の須原屋市兵衛 によ り出版 された。付図は5

枚あ り,そ の うちの1枚 がr蝦 夷 国全 図』.木木子 平は蝦 夷地を訪れていないので・長 崎遊学中 に得た

知識や当日寺の書物 を参考 にして作成 したといわれて いる・広 く普及 した地 図 とし'われ 写 図も多 く・

現在で もいろいろな資料 に引用されている.三 国 とは朝鮮 琉球・蝦夷地 をさす・ 「カラフ ト嶋」 は

大陸 の半島 として描 かれ,別 に 「サガ1)ン 」 を島としている・嫉 地は南北1こ細長 く・海岸 には航路

図6蝦 夷国全図
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を記す。十勝 の関係では,十 勝川 と推定 される川が内陸部 に入 り込み,そ の北側 に 「トガ チ」,南 側

に 「オンベ ツ」が記されて いる。十勝海岸 に航路 の記載はな く,海 岸 に 「砂金多」 の記載が あること

か ら,当 時,十 勝が砂金 の産地 として知 られて いた ことを裏付 ける資料の一つである。

林子平は 当時 ロシアの南下 な ど,海 外 事情 に注 目,海 防の重 要性 を説 きr三 国通覧図説』 のほか

『海 国兵談』な どを著 したが ,幕 府忌読 に触れ蟄居 とな り,著 作物 も発禁 となった。

7.東 山道陸奥松前千嶋及方州掌覧之図

寛政元年(1789)頃 作成 の地 図。北海道大学 附属 図書館所蔵。手書 きで縦98cm,横110cm。 作者

は天 明5(1785)～6年 に蝦 夷地 調査 に参加 した幕府 御普 請役 の青 島俊蔵 といわれ て いる(秋 月

1999)。 蝦 夷本島 に比 べて千島列 島の クナ シ リ,エ トロフ,ウ ル ップ島 な どが異常 に大 き く描かれ ,

地名のほか,山 岳,航 路,蝦 夷地 の産物,ア イヌ語 な どを記 している。十勝 の関係では,海 岸沿 いに

西か ら 「ヒロ 判,「 ユウ ト」,「ヲホ ツナイ」,「 トカチ」,「ヲコツへ」 な ど5ヵ 所の地名を記すが ,航

路の記載は見えない。 この地 図にお いて,こ れ まで 「トマ リ」 と記 されて いた 「広 尾」 が初 めて 「ヒ

ロ 判 と出て くる。地 図にヲボツナイが登場す るのもこの図か らである。

幕府老 中 ・田沼意次 の命 によ り天明5年 か ら同6年 にかけて行われた蝦夷地調査 は,西 蝦夷地 と東

蝦夷地の2班 に分 かれて実施 されている。そ の目的は,蝦 夷地 開拓 を図るための下調べ にあった。調

査役 には御普請役 の山 口鉄五郎,庵 原弥 六,佐 藤玄六郎 ,皆 川沖右衛 門,青 嶋俊蔵 の5名 が選ばれ,

同下役5名 も同行 した。御普請役 のうち皆川沖右衛 門は松前 に留守隊 として待機 し,西 蝦夷地 は庵原

弥六,佐 藤玄六郎が受け持 ち,十 勝は東蝦夷地 調査 隊の青島俊蔵 ,山 口鉄五郎が調査にあたった。 当

初東蝦夷地調査隊 には青嶋の知人であ る本多利 明が足軽 として参加 の予定で あったが,代 わ って雇の

最上徳 内が加わった。

青嶋 らは天 明5年4月29口 に松前 を出発,船 で アツケシに上陸 クナ シ リな どを回っているが こ

の年は十勝 に足 を踏み入れていない。翌天明6年 は最上徳 内が単身陸路で東蝦夷地海岸 を歩きクナシ

リ,エ トロフな どを調査。 帰 りは青嶋 と落ち合い,徒 歩 で十勝海岸 を通 り松前 に戻 っている。 このあ

と青嶋は,ク ナ シ リ ・メナ シの戦 いの後 の処 理で松前藩 に助 言 を与 えた ことの責任 を問われて入牢

し,寛 政2年 に獄死 している。

佐藤玄六郎は この ときの調査内容をr蝦 夷拾遣』 として著わ してお り,そ の中に 「トカチ 運上屋

三戸 海岸 里数四十里余」 と記され ているが ,な ぜ 運上屋 が三戸なのか不明である

図7東 山道陸奥松前千嶋及方州掌覧之図 図8蝦 夷古地図
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8.蝦 夷古地図

寛政2年(1790)に 江戸時代 の経世家(経 済思想家)本 多利明が作成 した といわれ る蝦夷地図。手

書きで縦118cm,横162cm。 本多の門人に最上徳 内がお り,幕 府老 中田沼意次の蝦夷地調査 のときは

メンバー に徳内 を推薦 した ことで も知 られる。 また,本 多は徳 内のr蝦 夷風俗人情之沙汰』 にも序文

を寄せて いる。

『蝦夷古地図』は徳内か ら蝦夷地の情報を入手 して作成 した といわれてお り,内 容 は蝦夷風俗人情之

沙汰附図の 『蝦夷之図 松前所在』 に似ている。十勝 の関係では十勝川が大河 として描かれ,川 筋は

現在 の大雪 山系の方まで奥深 く伸びている。十勝川河 口は二つに分 かれ 中島が描かれている。地名は

西か ら 「ヒタ ＼ヌ ン」,「ヲシラベツ」,「ベ ンベマ モイ」,「ビロウ」,「ラツコベツ」,「ム ツカベツ」,

「トヨイベツ」,「ヘ ロツナイ」,「ブイブ シマ」,「ノウブイ」,「ユ ウ ドウ」,「コクシモ トウ」,「チ ヨブ

シ」,「オ コツナイ」,「 トカチ」,「ヲコツペ」な ど19ヵ 所 が記 されてお り,時 代 の進展 に伴 って地図

上 に十勝の地名の記載が増 えて くことがわか る。天明 の調査以降 広尾は 「トマ リ」か ら 「ヒロ 判

または 「ビロウ」 と名前が変 わるが,こ の図においても 「ビロウ」 と記 されて いる。

この 当時 の場所請負人は栖原角兵衛 とみ られ るが,寛 政11年 には東蝦夷地が幕府 の仮直轄領 とな

り,ト カチ場所 にお ける請負 制が廃止 され,以 後,ト カチ場所は幕府による直捌制が行われた。文政

4年(1821)に 松前藩へ復領 し,そ の後家 臣の知行地 となることな く藩主の直領地 として場所経営が

行われてい く。安政2年(1855)に 再度幕府の直轄領(箱 館奉行所管轄),翌 年仙台藩警護地 とな り,

同6年 仙台藩領 となる。仙台藩は広尾 に出張陣屋(屯 所)を 設 けて警護 にあた り,す ぐに明治維新 を

迎 え ことになる。

9.松 前侍 医加藤寿図之

寛 政3年(1791)頃 松 前藩侍 医加藤 肩吾 が作成 した蝦 夷地 図(高 木2003)。 縦85cm,横105cm。

北海道大学 附属 図書館所蔵。松前藩作成の地図のためか多 くの写本が作 られ たという。千島列 島は形

が整 ってきているが,カ ラフ ト島は横 に長 く描かれている。蝦夷地は現在 の北海道 を東西 に引き延ば

した ような扁平な形 をし,石 狩川,天 塩川,十 勝川,釧 路川 な どが描かれ,特 に石狩川が網走の方 ま

で延びて いるのが 目に付 く。十勝川は内陸部奥深 く網走方面まで達 し,そ の先は赤線が 引かれてオホ

ーック海 まで伸びてお り,当 時の通路を表 したものと思われる。

十勝川の河 口が二つ に分かれてそ の中央 に中

島があ り,中 島の東 に 「トカチ」,西 に 「ヲホ

ツナエ」の地 名が見 え る。十勝川 の西側 には,

図9松 前侍医加藤寿図之

配人は 「蠣崎内蔵丞」 とあ る。

作者の加藤肩吾 は寛政4年(1792)の ロシア

のラ ックスマ ン使節の根室到来,及 び同8～9

年のイギ リス人のブ ロー トンの虻 田,室 蘭来航

の際に松前藩側の一人 として現地 に派遣 され応
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接 にあたった人物であ り,『 魯西亜実記』,『外国人物帆前艦図巻』 な どの著作があ る。

10.蝦 夷 地澗(ふ なま)絵 図

木 版図で寛政3年(1791)頃 に作 成 された蝦夷地 図。縦92cm,横115cm。 輪郭 はr松 前侍 医加藤

寿 図之』 に似 て東 西に細長 い。北海道大学 附属 図書館所蔵 の ものは下部 に林子 平の 『三 国通 覧図説』

の 「蝦夷国図説」 の抜粋が記 されている。高木崇世芝氏 によれば ,加 藤肩吾が作成 した蝦夷図 に基づ

いて刊行 された ものとい う(高 木2007)。 一般 に流布 していた実用地 図といわれ ,十 勝関係では西か

ら 「ヒロフ」,「 トカチ」の2ヵ 所 の地名が見え る。

澗(ふ なま)と は谷川 または谷 を意味す るが,こ こでは船着 き場 または入 り江 ,港 な どを指 す。

絵図では港の良好度 を上澗,中 潤,下 澗の3段 階 に区分 してお り,「 トカチ」 に対 して の記載 はみ

られないが,「 ヒロフ」 については一番下位の下澗 にランク付 けして いる。 当時 の人たちが港 をどの

よ うに評価 して いたのかみてとれてお もしろい。 また,「 ヒロフ」 には航路 を示す線が描 かれ ていて,

交 易船 の往来 がある ことがみて とれ る。 「トカチ」 に対 して 「澗」の記載がな いのは ,港 としてはあ

ま り機能 していなかったのか もしれない。 ちなみ に 「クス リ」(釧 路)は 「上澗」 となって いる。

11.蝦 夷 奇 勝 図巻

寛政11年(1799)に 幕府 の医師渋江長伯 の蝦夷地 採薬調査 に随行 した絵師谷元旦が ,東 蝦夷地 を

描 いた風景 図巻・26枚 か らなる・谷元 旦はr隅 田川鴻台真 景図巻』 な どの作品 で有 名な画 家谷文晃

の弟 にあた る人物・元旦 は寛政11年4月28日 に松前 を出発 し,6月13日 に日高か らビロウ(広 尾)

へ入 り・十勝 で6泊 して 同月19日 にヲコツナイ(大 津)を 出てシヤ クベツ(尺 別)へ 向か
っている。

帰 りは厚 岸で 引き返 し,7月12日 に再び ヲコツナイ に入 り,同 月16日 に ビロウか ら日高へ 出て い

る。十勝 では往路,復 路合わせて10泊 して いることにな る。図巻26枚 の うち十勝関係で は,rト カ

チ会所地 名 ビロウ之景』,『 トウブイ番屋之図』,『 ヲホ ツナイ番屋之 図』の3枚 が ある。 『トカチ会所

地 名ビロウ之景』 には海 に張 り出 した岬に会所か旅館 のよ うな建物が あ り,そ の前に6人 の人物が描

かれ・周 囲に16軒 の建物が並ぶ・会所 の後 ろは山がせ ま り,上 に向かって道 が作 られ,そ の中腹 に

も建物(刀 勝 の社)が 建っ・ 『トウブイ番屋之 図』 はヘル フネ(歴 舟)か らクス リ(釧 路)ま でが海

上か ら見 た鳥 目敢図の ように描 かれ,前 面 にアイ ヌの人たちの家3軒 とその奥 に番屋 らしき建物が建

つ。遠 くには トカチ岳,サ ツナイ岳,ラ ツコ岳 がそびえ る。 『ヲホツナイ番屋之 図』 には ,中 央 に ト

一,'層

図10蝦 夷地澗絵図 図11蝦 夷奇勝図巻 トカチ会所地名 ビロウ之景

45



古地図に見 える帯広 ・十勝

カチ川が大きく描かれ,河 口近くに5人 のアイヌの人たちが乗った丸木舟が浮かぶ。番屋の敷地は柵

で囲まれ,そ の中に番屋 とみられる建物が12棟 並ぶ。海岸沿いにアイヌの人たちの住居 とみられる

建物が8戸 あり,東 部に遠くクスリ(釧 路)を 望む。

なお,元 旦の上司である渋江長伯は,こ のときの旅行の内容を 『東游奇勝』 として著わしており,

挿絵を交えて十勝海岸部の状況を詳しく紹介している。

12.十 勝 川 本 流 図

寛政12年(1800)こ ろ,八 王子千人同心頭原半左衛門の配下とみられる皆川周太夫が作成 した地

図。寛政11年 にシラヌカに入地した屯田農兵団八王子千人同心頭原半左衛門は,幕 府に対 し蝦夷地

の内陸交通ルー ト調査の願書を提出。 これを受けて翌寛政12年 に蝦夷地御用掛の松平忠明は,ユ ウ

フツに入地 している原半左衛門の弟の原新介に実地踏査を命 じ,配 下の皆川周太夫が踏査をすること

になったとされる。皆川 らは この年の9月13日 にヲホツナイ(大 津)に 入 り,十 勝川を上流に向か

図12.十 勝川本流図(部 分図)

って探査 し,ニ トマ ップ(清 水町字人舞)か ら日高山脈 を越えて沙流川 筋に出て11月21日 にアブ タ

(虻 田)に 達 して いる。皆川 は同年12月 に松平忠 明 に復命書 を提出,阿 武 田(虻 田)か ら戸勝(十

勝)ま での道路開削計画書 を添 えて いる。 この とき作成 されたのが 『十勝川本流図』である。 函館 図

書館所蔵で,『 松平忠明蝦夷踏査 開拓見積 図集』 の中の1枚 である。十勝川河 口は二 つに分 かれ,91

の地名 と皆川 自身が探査 中 どこに宿 泊 したかが記 され てい る。 この うち人家があ るコタンは28で,

これ らの コタ ンの人家 を合計する と92戸 とな る。文化5年(1808)の 『東蝦夷地各場所様子大概 書』

で は40コ タ ン254戸 とあるので,図 に記 されて いないコタンが あるのか もしれない。

日高支庁 と十勝支庁 の境界 にある国道274号 線の 日勝峠は,皆 川が踏査 したあた りを通過 している

といわれて いる(千 葉1964)。 また,現 在 の帯広 の地 名 「ハ ラ トブ ト」が載 る最 も古 い地図 ともいわ

れている。

なお,皆 川は八王子 千人同心 のメンバーには見 られず,そ の出 自も不明で謎の人物 とされて いる。

13.十 勝川流域絵図

寛政12年(1800)～ 享和4年(1804)幕 臣で北方探検家 として知 られる近藤重蔵の手 による絵 図・

東京大 学史料編纂所 所蔵。近藤重蔵 が蝦 夷地調査 を開始 したのが寛政10年,以 後文化4年(1807)

まで に6回 にわ た り調査 を行 った。r十 勝川流域絵 図』 は この間に作 られた もので,の ちにま とめ ら

れた 『近藤重蔵蝦夷地関係史料』 に も収 め られてお り,十 勝 関係 の絵図 として資料的価値が高い。縦

82.9cm,横155.2cmの1枚 もの。戸勝(十 勝)川 の河 口は東 の本流戸勝川 と西の於発内川の二つに分
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画

図13十 勝川流域絵図(部 分図)

心 ㌧ 箒 躍雌キ…

かれて描かれ,本 支流域 に散在するアイヌコタン名,人 家,畠(畑)の 坪数 を記す。書 き込 まれた文

字 は近藤重蔵 自筆 といわれている。寛政12年 の皆川 周太夫 の 『十勝 川本流 図』 のコタ ン名 と一致 す

るものもあ り,同 図を参考 にした ことも考 え られ る。

記入 された57コ タンの中の54コ タンに120戸 以上の家が書 き込 まれて いる。 ただ,コ タン数が皆

川 周太夫 の 『十 勝川本流 図』の28,『 東蝦 夷地各 場所様子 大概書』 の40に 比べて多 くな って お り,

どのような事情なのか不明で ある。和 人がつけた行政区画上の村 とコタ ンの違いなのか もしれない。

なお,絵 図のいた ると ころに 「畠二 由(良 し)」 との書 き込 みがあ り,近 藤重蔵 が十勝川流域 の農

耕 に興 味を持 っていた ことを裏付 ける ものである。 畠を有 する コタ ンは42あ り,1戸 当た りの畠の

面積は68坪(羽 田野1981)で,当 時のアイヌの農耕 を知 る資料 ともなって いる。

14.蝦 夷 地 絵 図

享和2年(1802)～ 文化4年(1807)近 藤

重蔵が作成 した絵図。4種 類が確認され,三

井文庫,東 京大学史料編纂所,国 立国会図書

館に所蔵されている。北海道本島を描いた彩

色図で,島 形は今日の北海道図とさほど変わ

らない。一枚物で絵図右下に長文の解説を付

す。東京大学史料編纂所所蔵図の解説文に記

されている寛政9年(1797)の 年記から同年

の作図とされていたが,高 木崇世芝によれ

ば,「 享和2年 以後,文 化4年 以前の作製 と

考 えるのが妥当である」 としている(高 木

2000)。 本図には沿岸地名,河 川名,山 岳地

名が記されているほか,解 説文では将来の蝦

夷地の中心地を現在の旭川付近としている。 図14蝦 夷地絵図
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十勝 の関係では,川 名の 「トカチ」,「トウフ ト」,「ヘ ロハ ツナイ」,「トヨイ」,「ラツロ」,「ヒロウ」

がみえる。 また,十 勝川河 口付近 に 「追加(余 白記 トカチ川幅凡六十間余川 上二十四里通航 スヘン

海面落 口浅シ漸百石積以下 ノ船入 ベシ此川筋三中蝦夷松 良材 ア リ」 と書き込 みがあ り,十 勝川の河 口

か ら上流 へ約96kmま で船で通行がで きる こと,100石 積み以下 の船 が通航すべ きこ と,川 筋 にエゾ

マツの良材がある ことな どを記 していて興 味深 い。

15.仮 称 間宮林蔵 蝦夷図

北海道大学附属図書館,国 立公文書館内閣文庫での所蔵が知られている。輪郭は 『大日本沿海與地

全図』の蝦夷地の図に似る。北大のものは 『北海道全図(河 川図)』 の名称が付され,幕 末期とされ

ているが,丸 瀬布町の秋葉實氏の考察によると,文 化14年(1817)間 宮林蔵の作図としている(秋

葉2003)。 内陸河川のアイヌ語地名が詳細

L、 さ零,、 ＼ ・,'
鱒4{働

図15仮 称間宮林蔵蝦夷図(部 分図)

で あ り,松 浦武四郎 には及ばな いまで もそ

れ に次 ぐ詳 しさとなってお り,当 時 どのよ

うに して調べたのか興味深 い。北大附属図

書館 の ものは現在表装 されているが,表 装

前 に帯広 大谷高校 に勤務 していた故田沼穣

氏が3年 をか けて模写 図を作 成 して いる。

十勝 の関係では,十 勝川,利 別川,札 内川

な どの各河川が描かれ,そ こにび っし りと

枝 川の川 名が記 されている。帯広で は 「ヲ

ベ レベ レフベ」,「ウツベツ」,「フシコヲヘ

レヘ レ」 が見 える。

16.大 日本沿海輿地全図

図16大 日本沿海輿地全図(部 分図)

文政4年(1821)に 測量家の伊能忠敬,孫 の忠晦門弟 らの

協力 によ り作 成 した実測 にもとつ く日本全 図。全国 を三枚で

描 いた小図,八 枚で描 いた中図,214枚 で描 いた大図の3種

類がある。忠敬 による蝦夷地測量は太平洋岸 しか行われてお

らず,ほ か の部分は間宮林蔵が測量 し,そ れ を基に地 図が作

成 された とい う考 え方が一般的であるが,近 年は西蝦夷地 の

再測量が行われた という研究 もあ る。 この地 図によって,ほ

ぼ 現在 の北海道 に近 い蝦 夷地 の形が世 に知れ る こと となっ

た。

伊能 忠敬 の 『測量 日記』 によれば,寛 政12年(1800)5

月19日 に蝦夷地 の吉 岡(福 島町)に 上陸 し,日 高のサルル

を経 由 して7月8日 に ビロウ(広 尾)に 入 り,ビ ロウで6

泊。7月14,15日 と トー ブイ(当 縁)に 泊 り,16日 には ヲ

コツナ イ(大 津)に 入 り,18日 に シヤ クベツ(尺 別)に 出

ている。根室 のニ シベツ(別 海町)ま で行 って折 り返 し,8
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月18日 ヲコツナイ,19日 に トーブイ,20日 にビロウに入 り,21日 にサルル に抜 けて いる。地名は海

岸部 にのみ記 している。十勝川は内陸部が描 かれて いないので,ヲ コツナイ川 と トカチ川はつながっ

てお らず,別 々の川 として表わ されている。 中図(図16)に は十勝 関係分 として海岸部 に33の 地名

を記 してお り,参 考 のために西か ら東 に向かって順番 に掲げてお く。

ホ ンヒタ子 シケ,タ ン子 イシ ヨ,ヲ シラル ンへ川,ビ ホ ロ川,フ ンヘ ヲマモイ,ヒ ロー川,ビ ロ

ー,ラ ツコ川,ノ ツカ川,シ マウシ,ト ヨイ川,モ ンヘ ツ川,ヘ ル ツフ子一川,ホ ンアイ プヌマ,ト

ーブイ ,ト ー ブイ川,ヲ ン子 ナイ,ヲ イカマイ トー,コ ＼イ,ユ ー ト川,ユ ー トー,ベ シチ シ子一,

チフ ラブシ トー,チ ョフシ川,チ ョー フシ トー,ヲ コツナイ,ヲ コツナイ川,ト カチ川,コ ンフカル

シ岬,モ ヲコツペ川,ヲ コツへ岬,ア コナイ川,モ ヲ トンヘツ。

この うち,「 ビロー」,「 トーブイ」,「ヲコッナイ」 の3ヵ 所 に赤マル を付 して,宿 泊施設があ るこ

とを示 して いる。

17.東 西蝦夷 地大河 之図

天保3年(1832)か ら同5年 にかけて松前藩士今井八九郎が作成 した河川図集。東京 国立博物館所

蔵。3箇 年 にわた る測 量 に基 づき,北 海 道 の30河 川 を十九丁 の冊 子 にま とめた もの。縦24cm ,横

17cm。 地名 と里程の記載 のほか,ア イヌの居住状況 につ いて も記 している(谷 沢 ,佐 々木1979)。 十

勝 の関係で は,ヲ ホ ツナイ川(十 勝川)と 記載 された 図が ある。 ヲサ ウシか らイ ナウシまでが1葉 ,

サツテクヲ トフケか らシン トグまでが1葉 の計2葉 か らなって いる。河 口部 が二つ に分かれ ,利 別川

が実際よ りも圧縮 されて短 く描かれて いる。

今井八九郎 の 『測量圖取年記』 によれば測 量は,文 政ll年(1828)に 行われて いる(谷 沢 ,佐 々

木 前掲)・ 『東西蝦夷地大河之図』 には下流 か らヲサ ウシ,ウ ラホ ロ,カ ンカ ン,ベ チャロ,オ ン子

ヲタ,セ ヲイ,ウ シユ シヘ ツ,ノ ヤウシ,ト ビウカ,テ

レケ フ,ト ブチ,ト シヘ ツ ブ ト,シ ャモナ イ,タ ン子

ト,ベ チ ボ,ヲ ロベ,ヲ シ ヲフ,ホ ンヘツ,ヒ リヘ ツ,

アシ ョロ,ヲ ビホエ,リ ク ンヘ ツ,メ ア カ ン(山 名) ,

チ ヲタ,フ シコ トカチ,ヤ ム ワツカ ビラ,シ ャリヘ ツ,

エカ ンヘ ツ,マ カ ンヘ ツ,イ ナウ シ,サ ツテ ク ヲ トフ

ケ,サ チナイ,ヲ トフケ,シ ャリヘツ,ラ エヘ ツ,ビ バ

エ ロ,メ モ ロ,ケ カヘニ,サ 子ニコロ,サ ヲロ,ビ バウ

シ,ニ トマ フ,シ ン トグの43の 地名 を記す。 アイ ヌの

家屋は小 さいマル印 を付 してあ り,70戸 が確認で きる。

ただ,帯 広 を表わす 「ヲベ レベ レフベ」(『仮称間宮林蔵

蝦夷 図』の表記による)が 記 されていない。

今 井 は松前藩 士で 測量 家。 間宮林蔵 に師事 し,文 政

11年 か ら蝦夷 地全域 の測 量 に従事 す る。最初 に測量 し

た のは,十 勝 を起点 と して襟裳 岬 に至 る海岸 部 とされ

る・以後 連年測量 に従 事 し,天 保12年 にはr蝦 夷地 全

図』 を完成 させ ている。作成 した地 図は,ほ か に 『北海

道測量縮図 ・ゴ リン澤図』,『奥尻 島測量原図』 な ど多 岐

にわたる。 図17東 西蝦夷地大河之図
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18.蝦 夷地里数書入地 図

天保2年(1831)に 松前藩士今井八九郎が作成 した蝦夷地沿岸図。 早稲 田大学図書館所蔵。色彩が

美 しく,各 地 間の里数を詳 しく記す。r東 西蝦夷地大河之図』よ り前期 の作 と思われる。r東 西蝦夷地

大河 之図』で は,十 勝川を 「ヲホ ツナイ川」 としているが,こ の地図で は 「トカチ川」 と記す。

河 口は二つ に分かれてお り,西 が ヲホツナイ川,東 が トカチ川。河川左岸 に15,右 岸 に17,合 計

32の 地名 を記す。 アイ ヌの人たちの家 は赤印で示 している。r東 西蝦夷地大河之 図』では,全 体で43

の地名を記載 し,こ のうち利別川筋 には12の 地名 を記 しているが,こ の地 図では全体で32,利 別川

筋 には 「トシヘ ツフ ト」 の1ヵ 所 を記すのみである。 したが って,利 別川筋 を除 くと両図の地名数は

31と な り同数であ る。 また,こ の地図で左岸 にあった 「セ ヲイ」,「イ カンヘツ」,「ヒハイ ロ」,「サ

ヲロ」が,『 東西蝦夷地大河之図』では右岸 に移動 し,逆 に右岸 にあった 「ノヤ ウス」,「 トフチ」が

左岸 に移動 して いる。当時,ア イ ヌの人たちの交通手段 は丸木舟であ り,河 川 を丸木舟で 自由に行 き

来 していた。 この地 図 には朱書 きで 「トカチ ヨ リシ ン トク造川舟路 凡三十三里」 との書 き込みが あ

り,ア イヌの人たちは丸木舟でシ ン トク(新 得)ま で行 って いた ことが読 み取れ る。

P、

図18蝦 夷地里数書入地図(部 分図)

こう

19.蝦 夷 閨 境 輿 地 全 図

嘉永6年(1853)に 藤田惇斎が発行 した北方 図。絵師は 『横浜浮 世絵』な どを描いた ことで有名な

橋本玉蘭 斎(別 名五曇亭 貞秀)。 木版で縦125cm,横

100.5cmの 大型 図。藍 田文 庫 の ものは縦112.4cm,横

88.5cmと ある。嘉永7年 に江戸 の書物 問屋 の播磨屋勝

五郎 の店か らも出版 され た。北 にカ ラフ ト島,東 に千

島列 島を描 き,蝦 夷地 は上下 に押 しつぶ したような扁

平な形を して いる。色彩が美 しく,海 岸部の地 名が詳

細。航路 も詳 しく描かれ,当 時広 く普及 して いた とい

われ てい る。右下 に16の アイ ヌ語 の単語 を記載 して

いる。 きれ いな図ではあるが,内 容は古 い情報 をもと

に作 られて いる。

図19蝦 夷闊境輿鰹 図(部 分図)』 海岸部の+勝 の地名は西か ら 「ヒタ ＼ヌ ン」・ 「ヲシ
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ラ ヘ ツ 」,「 ペ ン ベ マ ナ イ 」,「 ヒ ロ ウ 」,「 ラ ツ コ ヘ ツ 」,「 ム ツ カ へ 」,「 ト ヨ イ ヘ ツ 」,「 ヘ ロ ツ ナ イ 」,

「ブ イ ツ シ ヤ 」,「 トウ ブ イ 」,「ユ ウ ト ウ」,「 ユ ク シ エ トウ 」,「チ ウ ○ ○ 」,「 ヲ ホ ツ ナ イ 」,「 トカ チ 川 」,

「トカ チ 」,「 ヲ コ ツ へ 」,「 ヲ リ ヨ リ ヘ ツ 」,「 ア ツ ナ イ 」,「 ユ ウ ア ○ イ 」,「 ヲ トへ 」,「 チ ク ヘ ツ 」 の22

の 記 載 が あ る 。 内 陸 部 は 「ウ ニ ホ ロ 」,「 シ フ ン ラ イ 」,「 シ カ リ」,「 シ ヤ リ」,「 サ ツ ホ ロ 」,「 コ ッ カ

ラ ＼ シ 」,「 サ ツ ナ イ 」,「 ア ハ シ リ」 の8地 名 が 見 え る 。

20.東 西蝦夷 山川地理取調 図

安政6年(1859)こ ろに幕末の探検家で後に開拓使判官 とな った松浦武 四郎が描 いた蝦夷地 図。地

図は26舗 あ り,こ れ に凡例,案 内 アイ ヌの人 たちの名前,地 名,境 界,持 場,里 数 人別な どを記

した解 説書2舗 を加えて28舗 か らな る。経緯度各1度 を以って1枚 とし,1枚 の大 きさは縦54.5cm ,

横42.4cm。 十勝 は,『 七 緯 四十二度 経八度 從東部 シヤマニ領 ホ ロマベツ ホロイヅ ミ ビロウ

トカチ川 到 クス リ領ハ シクロ』 と 『十一 緯 四十三度 経七度 石狩 山中 併到 トカチ 山中 サ

ヲロ水源』,『十二 緯 四十三度 経八度 從東部 トカチ山中 併石狩 テ シホ トコロ サルマ水源

クス リ領 アカ ン湖』 の3枚 に記されている。3色 刷 りで,輪 郭 は伊能忠敬の中図を基 にしている

といわれ る。地名 は内陸部 まで詳細 に記 され てお り,『 丁 巳東 西蝦夷 山川地理取調 日誌』,『戊午東 西

蝦夷 山川地理取調 日誌』な どと合わせて北海道史や地名研究者 にとって貴重 な資料 とな っている。

なお,26輯 の地図 に白紙24枚 を貼 り合 わせ た大型 図が北海道立文書館 ,北 海道大学 附属 図書館な

どに所蔵。 また,北 海道 開拓記念館 には,貼 り

合わせた大型 図 に付箋な どを貼 り北海道 の国,

郡 を定 め るため の検 討 に用 いた と され る仮称

『松 浦武四郎北海道 国郡検討 図』 が株 式会社北

海道ホテル(帯 広市)か ら寄託されている。そ

こには,松 浦武 四郎が十勝国名の選定 にあたっ

て 「十勝」 のほか に 「刀勝」,「利 乳」,「 尖乳」

の3案 を持 って いた こと,郡 名の 「大 津」が

「十勝」 に,「 下 川」が 「中川」 に,「 十勝」が

「上川」 に変更 され た こと,鹿 児島藩 の支 配地

が3郡(当 縁,広 尾,様 似)か ら5郡(当 縁 ,

広尾,様 似,河 西,浦 河)に 変更 された こと,

静岡藩 の支配地が5郡(足 寄,十 勝 河東,下

川,上 川)か ら4郡(十 勝,河 東,下 川,上

川)に 変更 された ことな どが読み取れ る とされ

て いる(三 浦,笹 木2003)。
図20東 西蝦夷山川地理取調図七(十 勝海岸部分図)

21.十 勝 州之内静 岡藩 支配地 四郡 地図

旧幕府軍 の仙 台藩 が十勝…を去 ったあ と,明 治2年(1869)か ら十勝…国の十勝…郡,中 川郡,河 東郡 ,
上川郡の4郡 を分領支配 していた静 岡藩が ,同4年 に支配地 の4郡 を記 した地 図。北海道大学 附属 図

書館所蔵。 同 じ地図が北海道立文書館蔵書の 『静岡県 開拓入植記録』 の中にもあ り,そ こにはr十 勝

川流域 図』と書 かれて いる。
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21十 勝州之内静岡藩支配地四郡地図

四郡地図は縦94cm,横129cmの 手書 き。経緯線,

の人たちの所在 な どを記す。符号(凡 例)

を別 に附す とあ る。作者 ははっき りしていないが,

時十勝 国開業方の御用取扱 という職 にあ り,堀 が静 岡に在勤 している中で実質十勝の責任者 という立

場にあった。 このため,こ の地 図を作成できるのは白野夏雲以外は見 あた らな いとされている。

静岡藩 は明治4年 の廃藩置県で静 岡県 とな り,分 領支配 も翌5年 に終止符 を打 った。十勝 にお ける

分領支配 はわずか2年 足 らず で終わ りを告げた ことになるが,こ の支配 において特 に目立った成果 は

上が らなかった といわれている。

江戸 幕府 の大政奉還 によ り1地 方藩 とな った徳 川家

は,田 安亀之助(徳 川家達)を 宗家相続者 として慶応4

年 に駿府藩(明 治2年 静岡藩 に改称)と な り,明 治2年

～同4年 に十勝4郡 の分領支配 を命 じ られた。 静岡藩 は

「十勝 国開業方」 という行政組織 を設け,開 業方頭 に堀

小 四 郎 を任 命 して4郡 支 配 あ た っ た と さ れ る(君

1971)。 この とき,残 り広 尾郡,当 縁:郡,河 西郡 の3郡

と日高国の様似郡,浦 河郡は鹿 児島藩が支配 を命 じられ

たが,支 配の返上で これ ら十勝 の3郡 は徳川御三家の一

橋家,田 安家が受 け持 ち分領支配を行 った。

郡界,河 川,山 岳,原 野,平 野,道 路,ア イ ヌ

には 「図解説 略1本 」,「十勝 略志 説1本 」,「地 名箋1本 」

白野夏曇 ではないか と推定 されている。 白野は 当

22.十 勝 国河 西郡 区画図

明治5年 ころ開拓使が作成 した河西郡の区画図。縦55cm,横40cm。 凡例には 「十勝国第五大区河

西郡小区全郡」とある。測量士で画工でもあった一瀬 長春が開拓使の命を受けて作成したと推定され

ている。北海道大学附属図書館所蔵。下部を右から左へ流れる十勝川を境に河東郡,右 を上川郡,左

を中川郡,上 部を日高国に接する。河川を中心とした図

図22十 勝国河西郡区画図

で,左 か ら右へ佐 津 内川(札 内川),帯 広太(帯 広川),

フシコ ビバイ ロ川 ・ビバイ ロ川(美 生川),目 室川(芽

室川),ホ 子 ヲプ川(小 林川)が 並び,い ずれ も上部 日

高 山脈か ら発 し十勝川に注 いで いる。帯広 太の上流 には

「ポンヲへ ＼ロブ(ポ ンオペ レペ レケプ川)」 と 「ウッベ

チ(ウ ツベ ツ川)」 が見 える。現在 の帯広 市域 にはハ ラ

トウ村,下 帯広村,上 帯広村,フ シコ村,フ シココタ ン

が記 されている。

ほか に,当 時作成された同類 の地図 に 『十勝 国広尾郡

区画 図』,r十 勝 国上 川郡 区画図』,『十勝 国河東 郡区画

図』,r十 勝 国中川郡 区画 図』,r十 勝 国十勝 郡 区画 図』,

『十勝国当縁郡 区画 図』が ある。 この うち,『 十勝国中川

郡区画図』は,明 治5年 に一瀬 が書いた 『北海道河源探

討記』 の附図 となっている。一瀬は十勝 とかかわ りが深

く,静 岡藩十勝開業方御用取扱 の白野夏雲が十勝 の状況

を調査 して作成 した 『十勝支配地践渉 図』は,一 瀬の作
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といわれ ている。 また,『 日高,十 勝,石 狩三州標木建設践渉図』 には標木 を立てた十勝 の地 名な ど

が記 されている。

23.北 海道十勝州大津内十勝川並枝流佐幌嶽 ヨリ石狩州空知川上造図

明治7年 開拓使 が作 成 した地図。 北海道大学 附属図書館所 蔵。 「北海道庁 図書之印」 の朱 印が押 さ

れ てお り,北 海道史編纂が終 了した ことによ り,他 の編纂史料 と一緒 に北海道 大学 附属 図書館の蔵書

となった もの。地 図はNα1か らNα4ま での4枚 か らな り,縮 尺は3万 分 の1。 河川,漁 場,漁 小屋,

番屋,蔵 アイ ヌの人 たちの家 泥炭地 な どのほか,下 流域 には漁場 として,「 マク ンベツ」,「タ子

ヤウシ」,「ヘ トアシン」,「ウサ ウシ」,「ベツチヤ ロ」な どを記す。河川の回 りには樹木 とみ られる絵

が描かれている。 凡例 には石橋俊勝地質検査,加 藤義乗実測模 図 とあ り,仮 説ではあるが 開拓使の地

誌提要 の編纂 に伴 って作成 された ものかも しれな い。加藤義乗 は明治6年 に開拓使 か らライマ ンの地

質調査の同行を命 じられた ことで も知 られて いる。 また,開 拓使 の石橋義乗は明治6年 に物産取調べ

などを行 っている。

地図Nα1は 縦105cm,横75cm。 十勝川 並び

に大津 川の河 口か らチプカル ウシまで を記す。

下部 に大津漁場付 近の拡大 図(縮 尺5000分 の

1)を 配 す。Nα2は 縦105cm,横75cm。 十 勝

川 と利別川 の合流点下部か ら十勝川 のイカ ンベ

ツ付近及 び利 別川上流 のケナ シバ まで を記す。

Nα3は 縦74.8cm,横105cm。 十勝 川 本流 のア

シ リベツか ら上流のシヘヲチまで を記す。Nα4

は縦104.8cm,横75cm。 佐 幌 川 のサ ン子 コロ

か ら上流の シン トコ及び佐幌岳 までを記す。帯

広 は 「ヲビロビロ」,音 更は 「ヲ トプケ」,幕 別

は 「マカ ンヘツ」,「マカ ンベツ」,と 見 える。

図23北 海道十勝州大津内十勝川並枝流佐幌嶽ヨリ

石狩州空知川上迫図(部 分図)

24.北 海道実測図

明治8年(1875)12月,三 角測量事業 の成果 と してモル レ ・S・ デ ーが作成 ,開 拓使が発行 した

50万 分の1の 図。測量 の終 了 した沿岸 部 と道南な ど1部 地 域は詳細で あるが ,内 陸 の大部分 は空 白

のままとなっている・ 開拓使の三角測量 は明治6年 にアメ リカ人 のジェームス ・R・ ワッソンの指導

によ り始 め られ,同7年 に同 じアメ リカ人 のモル レ ・S・ デーがその後を引き継 いで進め られた
。十

勝は同7年 か ら8年 にかけて松本安宅 らによ り沿岸部 の測量が行われている。そ の後,明 治9年 には

大津川および利別川 な ど大 小20河 川 を測量(高 倉1963),こ れ らの成果 や同12年 の係員 の調査 を基

に同14年 に新 しい 『北海道実測 図』 が参謀本 部か ら発行 された。 明治7年 デ ーが勇払原野 に引 いた

勇払基線は,三 角測量 による北海道地図の最初 の一筆 とされている。

25.北 海道殖民地撰定報文付図 「十勝原野殖民地撰定概図」

明治24年(1891)に 北海道庁が発行 したr北 海道殖民地撰定報文』 に添えられた北海道内各原野
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図24北 海道殖民地撰定報文付図 「十勝原野殖民地撰定

概図」

の殖民地撰 定地 図。全 部で10枚 あ り,十 勝

(足寄郡 を除 く)は 『十勝原野殖 民地撰定概

図』 として収 め られ て いる。縮尺25万 分 の

1で,国 界,郡 界,原 野位置,既 定道路,見

込道路,農 業適地,湿 地 な どが記載 されてい

る。 ここで いう 「殖民地」 とは,道 庁が開拓

を行お うと した予定地を指す。道庁は開拓の

促進 を図るため,そ れ まで入植希望者 にまか

せて いた殖 民地撰定 を 自らが行 う こととし,

明治19年 に原野 の調査 に着手 した。 同22年

に主な原野 の調査 を終 了,耕 作牧畜 な どに適

す る土 地約96万 町歩 を選定,そ の結 果 を明

治24年 に 『北海 道殖 民地 撰定報 文』 として

公刊 した。十勝 は道庁技師 の内田瀞,柳 本通

義 らの努力 によって調査が進 め られ,ヲ ビル

ビル ップ(帯 広)な ど43原 野,29万7,624町 歩が選定 された。 このうち直 ちに開墾で きる地 が5万

8,935町 歩,排 水後 に耕作 に適す る地3万3,623町 歩,牧 場適地19万8,534町 歩,大 改 良を要する地

6,034町 歩 とされた。郡 と原野 の関係がはっき りして いな いためか,「 メム ロブ ト」,「メムロ」が上川

郡,「 上シホロ」,「下 シホ ロ」 が中川郡 に記載されるな どの誤 りがみ られ る。

26.十 勝 国殖 民地 区画図

明治26年(1893)北 海道庁が発行 した2万5000分 の1の 原野 区画 図・帯広,伏 古別,音 更・然別

各原野を記す。殖民地区画 とは,北 海道の未墾地 開拓 にあたって,入 植希望者へ土地の配分 を行 うた

め に測設され た土地区画で,十 勝国は明治25年 南北に走 る石狩通(現 国道38号)を 基線 とし,上 帯

広村南部を東西に引いた一号線(現 大通 ・国道236号)と の交点 を基点 とし,南 北 に 「線」を,そ れ

と直行す るよ うに東西 に 「号線」を300間 ごとに引いた。それ によってできた正方形 の区画 を6等 分

して面積5町 歩(間 口100問 ×奥行き150間)の 小 区画 にし,そ れ を農家1戸 あた りの標準的な面積

とした。開拓者 が現地 に行 かな くて も現 況がわか るよ う地形(丘 陵,川,湿 地),植 生(草 木),道

路,耕 地 な どを明示 したほか,将 来村が形成される ことを予想 して官公衝 学校,寺 院を設 けるため

の公共用地,墓 地,風 防林地,市 街予定地 を設定 した。 これ によって,将 来 生まれ ようとする北海道

農村 の基本的な形態が定 まった ともいわれる(高 倉編1987)。 この図で は,帯 広 には まだ市街地が設

け られてお らず,明 治26年 になって1号 線 に沿 って今の大通が設け られ・市街 地が区画されていっ

た。

なお,殖 民地 区画 図は原野 ごとに作 られてお り,さ らに増 区画図な ども作 られたので,作 成総枚数

は十勝管内だけで もか な りの数 にのぼ る。

27.北 海 道 仮 製5万 分 の1図

明治29年(1896)か ら陸軍省陸地測量部によ り順次作成された縮尺5万 分の1の 地形図・等高線

は20mご とに描かれ,今 日の国土地理院発行の5万 分の1地 形図につながる地図である。初期のも
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のは刊行 されず,同31年 作成 のものか ら逐次刊行 され た。 しか し当時 のものは,各 地 の位置,高 低

な どが正確でな いため,明 治43年 か ら部分修正 を行 い,大 正4年 か らよ り正確な測量 図が刊行 され

て いく。十勝 に関す る46枚 は,ほ とんどが明治29年 に作成 され,残 りの地 図(仮 製版)も 大正13

年(1924)ま でにはすべての作成が終わ った。 この うち刊行 されたのは,大 正年間 に作成され た8枚

であ る。作成 された地図の図名を年次 ごとに掲げてお く。なお,現 在の5万 分 の1地 形図 と名称が異

なる ものについては,現 在 の名称 をカッコ書きで記 した。

明治29年 ウコタキヌプ リ山,ユ ケ ランヌプ リ(上 茶路),尺 別(音 別),オ ウコッペ(厚 内),足

寄(足 寄 太),本 別,ア プナ イ山(常 室),大 津(浦 幌),モ イ ワ山(上 士 幌),蓋 派(高 島),止 若

(十勝池 田),ノ ヤ ウシ(糠 内),然 別沼(然 別湖),シ ペオチ(中 士幌),帯 広,ト ッタペ ッ下流(大

正),湧 洞(湧 洞 沼),オ イカマナイ沼(忠 類),歴 舟(大 樹),廣 尾 ,猿 留(庶 野),歴 舟 川中流(上

札 内),ト ヨイ ペ ッ上流(上 豊似),廣 尾嶽(楽 古岳),十 勝 川上流,十 勝岳,佐 幌岳,ク ッタ ラウシ

(新得),ケ ネ(御 影),札 内岳,ニ シタブ上流(西 達布),ト マム シヤウンヌプ リ(落 合) ,沙 流川 上

流(千 栄),ト ッタペ ッ岳(幌 尻岳),札 内川上流,神 威岳。

明治30年 ハ シチヤ シ(小 利別)。

明治31年 トム ラウシ(旭 岳)。

大正9年 上足寄,澆 別,芽 登温泉,ニ ペソツ山(糠 平)。

大正10年 阿寒湖。

大正13年 醗木禽(本 岐),士 居常呂(常 元) ,石 狩岳。

28.北 海道十勝国全 図

明治32年(1899)に 河 西支庁(十 勝 支庁)が 発行 した

縮 尺10万 分 の1の 地 図。北海道庁 事業手 ・鳥居欣 四郎 輯

製。印刷者は東京市 の高 田己三。 印刷所 は同じく東京市の

株 式会 社 秀 英舎。縦187.7cm,横118cmの 大 型 図。縦47

cm,横59cmの 紙8枚 を貼 り合わせ て1枚 物 に した もの。

発行年 によ って多少寸法が違 い,当 時釧路 国で あった足寄

郡陸別町および足寄町 を欠 く。等 高線 は黒色で引かれてい

るが・翌 明 治33年 に十 勝 国 大津 村(豊 頃町)の 内藤 始

(発行所 十勝 内藤如望 閣)に よ って発 行 された版 では ,

茶色で描かれている。郡界 ,町 村 名,殖 民区画,道 路,鉄

道,鉄 道 予定 線な どが書 き込 まれ ,河 川 名 も詳細。明治

34年 版 の井上壽所有 図は,同35年 当時の国有未開地処分

法 に基づ き土地貸付 を うけた農家所在 の書 き込 みがあ る。

同系 の図は何年まで発行 されたかは不 明で あるが ,最 新 で

は明治41年 に帯広 町の高橋至誠堂か ら発行 された ものが

確認できる。明治34年 版 のものは北海道大学 附属 図書館 ,

北海道立図書館,札 幌市 中央 図書館 ,函 館市 中央 図書館,

帯広市図書館 な どに所蔵 されている。

北海道十勝国全図
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29.十 勝 国 全 図

大正4年(1915)に 帯広 町の 日野間測勝館 が発行。縮 尺10万 分 の1。 縦176cm,横107cmの 大判

地図。 印刷所は札幌区(札 幌市)の 北海石版所。売価は2円 で,帯 広町 の十勝信託合資会社が売 り捌

き を して いる。郡 界,町 村名,殖 民 区画 な どを記す。明治32年 に発行 され たr北 海道 十勝 国全 図』

と同系統の地図 と思われ るが,管 見のか ぎ り十勝 にお ける10万 分 の1の 大型 図は,こ の大正4年 の

発行 をもって見 られな くな る。士幌町総合研修セ ンター(實 相寺寄贈 図),帯 広市図書館な どで の所

蔵が知 られている。

なお,『 十勝 国全図』 と冠 した地 図は多数 あ り,寸 法 は小 さ くな るが大 正2年 十 勝教育会 発行 図

(20万 分 の1),同12年 河西支庁発行図(20万 分 の1),同 年星測量館 発行 図(20万 分の1)な どが

知 られて いる。

大正2年 の 『十勝国全 図は』殖民区画 の記載がな く,道 路が赤線で表示 されている。鉄道は根室本

線 網走線 はあるが,士 幌線 広尾線の記載 はない。駅名は帯広 を除きすべてカタカナ表記 され るな

ど,全 体 として古 い情報で作成 された地 図 となって いる。 また,地 図上に記載 されて いる 「大正2

年」の文字 はマジックで記されてお り,年 代は推定なのかもしれな い。

大正12年 に発行 された2種 類 の 『十勝国全 図』 は内容が類似 してお り,発 行所 は違 うが 同系統 の

地 図と思われ,国 界,郡 界,村 界,鉄 道,駅 逓,殖 民区画な どのほか彩色が施されて きれ いな仕上が

りとなって いる。

30.十 勝 詳 図

昭和8年(1933)に 帯広市所在 の十勝地 図刊行 会が発行 した20万 分の1図 ・縦100・5cm・ 横72・5

c臨 製図者は帯広 市の小野光 春,発 行 人は帯広 市の高橋文雄。大 正12年 発行 の 『十勝 国全図』(20

万分 の1)の 後継地図 と思われ る。郡界,市 町村名,殖 民 区画な どが記 され てお り・ 昭和13年 に第

2刷 が発行 されている。

なお,昭 和24年,同36年 に帯広市 の1ヒ日本新 聞社か ら発行 された 『新版+麗 内詳図』(20万 分

の1)は,r+勝 詳図』 の後継地 図とみ られる.発 行 人は加藤 市・殖 民区画 国界・郡 界・町村界・

河川,道 路な どが記 され る.輯 麦問もない発行のためか纐 が悪 く・内容 も 『+勝 詳図』 に比べて簡

略化 されてい る。

おわ りに

地図か ら読み取れる情報をもとに 古し」時代の+勝 の様子を調べることを酎 旨したが・+分 なもの

とはならかなかった.課 題が大きすぎたのかもしれない.他 の古い文献 との照合にもっと時間を費や

すべきであった。 しかし,地 図の紹介嫌 ねて帯広 ・+勝 が地図上にどのように現れてきたのカ'・そ

の_端 は明 らかにすることができたと思う。古い地図は高価なものであり・一部を除き筆者は臓 し

ていないため,北 海猷 学附属図書食官,北 海道立図書館 北海道立文書館1こ出向いての臓 図の閲

覧 古地図展での見学,復 刻図,古 地図集などを集め参考にさせていただいた・今案麦・さらに内容を

深める必要があろうかと思う。

なお,こ の文章は平成16年 に川田工業倉位45周 年記念事業として出版された 「濡標」に 「古地図

に見る+勝 川」 として書かせてし・ただいものに一部訂正があり,ま た・本来載せるべき地図を載せて
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いなか ったので,こ のたび全面的に書 き改 めた ものである。資料 を精査 し正確 を期 したつ もりである

が,誤 りがあるか もしれな いので,そ の場合 はご了承いただきた い。
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